
　

今
回
策
定
し
た
「
幸
田
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
」
は
、
今
後
予
測

さ
れ
る
高
齢
化
率（
65
歳
以
上
高
齢
者
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
）

の
上
昇
に
対
応
し
て
い
く
う
え
で
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
高
齢
者
施

策
や
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
計
画
書
に

な
り
ま
す
。
平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
た
同
プ
ラ
ン
の
実
施
結
果
か
ら

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
と
施
策
の
進
捗
状
況
等
を
検
証･

評
価
し
、
平

成
26
年
度
の
目
標
の
達
成
に
向
け
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
の
間
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

　
「
幸
田
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
」
は
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
と
「
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
計
画
は
４
つ
の
目
標
を
柱
と

し
て
い
ま
す
。
４
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
点
取
組
事
項
や
施

策
の
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
１　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現

　

社
会
参
加
の
促
進
と
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
創
出
と
し
て
、
生
涯
学
習
の
充
実
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
、
交
流
活
動
の
充
実
、
就
労
の
場
の
確
保
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今後の幸田町の高齢化率推移の予測 

現在生きがいを感じること 
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目
標
２　

高
齢
者
が
健
康
に
留
意
し

介
護
予
防
に
取
り
組
む
社

会
の
実
現

・	

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、健
康
教
育
、

健
康
相
談
、
特
定
健
診
な
ど
健
や
か
な
生

活
を
続
け
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

・	

介
護
予
防
の
推
進
と
し
て
運
動
機
能
の
向

上
、
栄
養
改
善
指
導
、
訪
問
指
導
な
ど
を

行
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け

る
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

目
標
３　

高
齢
者
が
尊
厳
を
持
っ
て

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
地

域
で
支
え
あ
え
る
社
会
の

実
現

・	

交
通
機
関
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促

進
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
、
高
齢

者
の
防
犯
・
防
災
な
ど
の
安
全
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

・	

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
向
け

た
知
識
の
周
知
や
普
及
啓
発
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

・	

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
保
持
し
て

い
く
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・	

地
域
福
祉
活
動
と
連
携
し
、
福
祉
に
関
わ

る
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
行
い
ま
す
。

目
標
４　

高
齢
者
が
明
る
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

・	

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
福
祉
施
設

サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
な
ど
進
め
、
要
援
護

者
の
自
立
支
援
の
た
め
に
、
地
域
ご
と
に

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

・	

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑

な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
や
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
つ
い
て
取
り
組
み
、
介
護
保
険
制
度
の

円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
計
画
で
は
「
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
持
ち
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
」
を
第
一
の
基
本
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
高
齢
者
が
健
康
に

留
意
し
介
護
予
防
に
取
り
組
む
社
会
の
実

現
」、「
高
齢
者
が
尊
厳
を
持
っ
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
地
域
で
支
え
あ
え
る
社
会
の
実

現
」、「
高
齢
者
が
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
」
を
高
齢
者
の
心
身
の
状
況

や
生
活
環
境
に
応
じ
て
高
齢
者
施
策
か
ら
要

介
護
者
施
策
ま
で
の
幅
広
い
高
齢
者
施
策
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幸田町民の介護予防サービスの利用状況
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次
に
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
『
平
成
26
年
度
ま
で
に
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
要
介

護
２
～
５
の
認
定
者
数
に
対
す
る
利
用
割
合
を
「
37
％
以
下
」、
介
護
保
険
施
設
等
の
利
用

者
に
占
め
る
要
介
護
４
・
５
の
認
定
者
数
の
割
合
を
「
70
％
以
上
」
に
す
る
こ
と
』
を
基
本

目
標
と
し
、
今
回
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

介護給付費見込額

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
そ
の
中
心
と
な
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
支
援
事
業
な
ど

で
必
要
と
考
え
ら
れ
る
給
付
費
や
事
業
費
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
給
付
費
や
事
業
費
は
平

成
21
年
度
～
23
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
40
億
円
ほ
ど
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●   

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
（
第
４
期
）
の
間
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
（
第
３
期
）
ま
で
は
介
護
保
険
料
段
階
は
６
段
階
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
以
降
に

お
い
て
は
よ
り
収
入
に
応
じ
た
負
担
を

お
願
い
す
る
た
め
に
８
段
階
に
増
や
し

ま
し
た
。
ま
た
保
険
料
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
の
介
護
報
酬
改
定
に
と
も
な
う
急
激

な
保
険
料
の
上
昇
を
、
国
か
ら
の
交
付

金
に
よ
り
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
介
護
等
が
必
要
な

人
の
尊
厳
を
保
持
し
、
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
て
お
り
、
そ
の
理
念
の
実
現
の
為
、

自
己
責
任
の
原
則
と
社
会
連
帯
の
精
神

に
基
づ
き
40
歳
以
上
の
全
国
民
の
助
け

合
い
に
よ
り
制
度
が
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。本
計
画
で
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
、
介
護
保
険
を
必
要
と
さ
れ
る
か

た
は
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
今
一
層
の
介
護
保
険
制
度
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

3,500円

介護保険料設定のイメージ図
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　幸田町では平成21年度からの『幸田すこやか長寿プラン21（幸田町高齢者福祉計画および介護保険事業計

画）』を策定するにあたり、パブリックコメント制度により平成21年1月～ 2月にかけて町民の皆さんのお考

えをお聞きしました。以下、寄せられたご意見と、それに対する町の考え方を掲載します。

○実施概要
　（１）実施期間　　平成２１年１月９日（金）～平成２１年２月１０日（火）

　（２）意見の提出者数　　４人

　（３）提出方法の内訳　　来庁　３人　　ＦＡＸ　１人

○意見の概要と町の考え方について(抜粋)
項目 意見の概要 幸田町の考え方

計画全体 幸田すこやか長寿プランがあること

があまり知られていない。

計画の内容を町民の皆さまに、さま

ざまな機会で知らせていきたいと考

えます。

第２章　高齢者の現状

と将来推計

高齢者の生きがいについて、テレビ、

ラジオなどの娯楽で家にいることが

多いのは気持ちがわかる。

アンケートはあまり動けない特定高

齢者、要支援者を対象に行ったこと

からこのような集計になったと考え

られます。

第５章　基本目標を達

成するための分野別施

策

定年を迎えても、社会とのつながり

を持とうという意識のあまり無い人

は、この計画にあるような事業が地

域にあることを知らないと思われる。

計画の内容を町民の皆さまに、さま

ざまな機会で知らせていきたいと考

えます。

他市の高齢者センターに行ったこと

があり、卓球、カラオケ、囲碁、将棋、

風呂などが自由にできて楽しかった。

幸田町にもあるとよい。

老人福祉センター、高齢者ふれあい

センターの利用の促進に努めます。

第６章　介護保険事業

サービスの見込み

介護保険料は県下でも低いほうだと

いうことだが、なるべく引き上がら

ないようにしてほしい。

基金の取り崩しや給付適正化事業等

により保険料の引き上げを極力抑え

ていきます。

問合せ　福祉課介護保険Ｇ（内線154）

　今後、幸田町においてもますます高齢化が進むことが予測されます。今回の高齢者福祉計画および介護保
険事業計画の各計画書はそれらの状況を想定し策定されたものではありますが、当然、世情の変化などもあ

りますので、計画の実行につきましてはその都度町民の皆さまのご意見をいただきながら、個人個人の生活

環境や身体状況に応じた柔軟な対応を進めていきたいと考えております。

　福祉の充実した町を目指すために、町民の皆さまの積極的なご意見をお待ちしております。
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